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研究目的
複数地点間を移動する際に、移動した事を意識する事無く、ファイルの作成、編集などの作業を行える事を目的とする。
期待される効果
USBを使う機会を減少させる。
USBを使う事による不都合、自己を回避できる。
自宅と大学という遠隔の地点間で作業環境を統合できる。
研究概要
大学と自宅のデータのやり取りは多い。課題が出た時、学内で終わらなかったものや、自宅で作業する事を前提にした課題は自宅へ持って帰って行う事になる。しかし、編集中のファイルの持って帰り忘れや、終わった課題ファイルを自宅に置き忘れた、といった問題が起こり、課題の提出不可能に繋がる事がある。問題の主な原因は既存のオペレーティングシステムでは、複数地点間での作業を想定していないので、遠隔の作業環境とのファイル転送が移動する度に発生する事が原因である。本研究では以上を踏まえ、遠隔地点間で利用者が移動する際に自動的にファイルの同期等の処理を行うファイル管理の仕組みを検討する。
研究項目
大学と自宅のファイルのやり取りの現状と問題点
類似サービス及びプログラムの分析
遠隔地点間でシームレスにファイルを取り扱う仕組みの検討
参考資料
グーグルドキュメント　https://docs.google.com/
rcyncウェブページ　http://www.infoscience.co.jp/technical/rsync/index.html
Unisonウェブページ　http://www.cis.upenn.edu/~bcpierce/unison/
